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MNB添加培地におけるA6細胞（培養開始８日目）
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背景、目的とこれまで得られた実験結果
ナノバブル水とは直径が200nm以下の気泡を含む水と定義されてる。
2005年の愛知万博で、淡水魚と海水魚を同時に飼育できる不思議な水として話題を呼んだ。
一般社会では、大きく宣伝されているが、その存在は現在も確認されてはいない。
気泡がイオンの殻に閉じ込められて、長期間存在している状態の水であると言う説もある。
ナノバブル水が生物の細胞の生理活性に大きな影響を与える可能性が指摘されている。
本研究では、ナノバブルそのものの存在を高性能の暗視野顕微鏡により
捉え、存在の有無を視覚的に判定することを試みている。
さらに、より高密度の気泡を含有する水の製作にも挑戦する。
将来的には、ナノバブル水の医学、農学分野での利用も視野に研究
を進める。
これまで、市販の酸素ナノバブル水を用いた実験から、いくつかの
興味深い結果が得られている（下図）。しかし、本当に微細な気泡
による効果なのか、明確な説明はむずかしい。
気泡は高速ビデオ記録装置を備え
たオリンパスIX71案視野顕微鏡に
より撮影した。
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